
 



【栄養相談】 

生活習慣病、消化管術後、がん、先天性代謝異常等の疾

患に対して、患者さんのライフスタイルや食生活の把握

と体組成や血液生化学データの確認を行い、治療目標を

達成するための栄養面の目標を立案します。目標の達成

度を確認しながら、入院や外来で個人栄養指導を実施し

ます。糖尿病の教育入院や心疾患の患者さんに対して

は、集団指導を行います。集団指導は患者さん同士の意

見交換の場にもなっています。 

 

【病棟業務】 

糖尿病、腎臓病、心臓病等の慢性疾患、手術、放射線療

法、化学療法等の入院治療では患者さんの栄養管理は重

要な基盤であり、栄養状態の過不足は入院中の生活の質

や治療経過に大きな影響を及ぼすため、治療中の適切な

栄養管理は不可欠です。管理栄養士は、担当する病棟の

医師、看護師、薬剤師等とともに多職種でのカンファラ

ンス（会議）を行い、入院時から適切な栄養管理を実施

しています。 

また、病棟における栄養管理を充実させるため、一部

の病棟には専従の管理栄養士を配置して、患者さんの病

態・状態に応じたきめ細やかな栄養管理を実施していま

す。毎日、入院中の患者さんの状態を観察して、「顔が見

える管理栄養士」として、最適な栄養管理を実施してい

ます。 

更に、ICU 入室から 48時間以内に経腸栄養投与を開始

した場合、48時間を過ぎて開始した患者さんと比べ、

「死亡率の低下」「ICU 在室日数の短縮」「平均在院日数

の短縮」が見られるとのエビデンスを踏まえ、ICU や救

命救急センターに入室した患者さんに対して、入室早期

に専門的な知識と経験を有する管理栄養士が栄養状態を

把握して経管栄養等の最適な栄養管理を行い、早期退院

に繋げる取り組みを実施しています。 

 

 



【NST】 

『ＮＳＴ』とは、「Nutrition Support Team」の略で“栄養サポ

ートチーム”を指します。ＮＳＴは医師・看護師・薬剤師・管理

栄養士等の専門のスタッフがそれぞれの知識や意見を出し合い、

栄養管理が必要な患者さんに最良の方法で栄養面の支援を行いま

す。特に手術、化学療法、放射線療法を行った患者さんは、栄養

状態が悪化し、術後の回復遅延や感染症の発症等の様々な弊害が

発生するリスクがありますので、適切な食事・点滴内服薬等のリ

スク回避の方法を検討の上、実施します。 

 

【チーム医療】 

高度で安全な医療を提供するために、多職種によるチームを編

成し、治療のサポートに取り組んでいます。管理栄養士も様々な

チーム医療に参画しています。 

主な参画チーム：感染対策チーム、褥瘡対策チーム、緩和ケア 

チーム、心不全支援チーム 

 

【献立作成・給食管理】 

入院患者さんの給食の献立は管理栄養士が作成し、調理師に調

理・配膳作業で問題ないかを確認して確定させます。個々の病態

によって多種多様な食種の献立を作成します。入院生活の中で、

食事が楽しみの患者さんや治療や病状の影響で食欲不振の患者さ

んも存在するため、味や色合いも考慮して、食欲を促し、満足い

ただける給食の提供に努め、定期的に献立の見直しを行います。

厨房で食数・アレルギー食や配膳のチェック等も行います。 

 

【調理システム】 

大学病院では毎食 800 食前後の大量調理のため、ニュークック

チルシステムを導入しています。食事提供日の数日前に加熱調理

した上で急速冷却し、衛生的に保管し、食事提供のタイミングで

再加熱する計画的調理方式であり、大量の食事を限られた人数で

計画的に調理して提供しています。 

医療センターでは毎食 180 食前後の調理のため、クックサーブ

方式を導入しています。食事提供当日に調理を行う調理方式であ

り、作り立ての食事を提供しています。 

 



学校法人久留米大学で採用した管理栄養士は、大学病院栄養部にて、個々の経験・能力、職員教育体制、各

部署の業務状況、将来的な計画等を総合的に勘案して、大学病院栄養部と医療センター栄養室の配置や異動

の判断を行います。 

 

【大学病院栄養部の業務の特徴】 

特定機能病院、地域がん診療連携拠点病院として、多種多様な症例を経験できます。 

また、診療報酬上、特定機能病院でしか経験できない業務にも従事できます。 

 

【医療センターの業務の特徴】 

地域の中核病院としての役割を担っており、心臓リハビリテーションに対する栄養療法や生活習慣病に対す

る教育入院等の専門的な知識を深く追求することができます。 

 

本学の管理栄養士は、研究や学会発表、資格取得を目指し、勉強会や研修会に参加しています。 

社会貢献として病院内外のイベントにも参加しています。努力次第で活躍の場は広がります。 

 

地域社会の住民の命と健康を守るため、私たち管理栄養士も医療スタッフの一員として 

社会的意義の高い職務に誇りをもって従事しています。 

私たちと一緒に夢に向かって働きましょう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先：eiyoubu2021@kurume-u.ac.jp 


